
日本時間生物学会会則 (2006年11月改定)

1章名称

本会は日本時間生物学会(Japanese Society for Chronobiology)と称する。

2章目的と事業

1.本会は、生物の周期現象に関する科学的研究を推進し、時間生物学の進歩発展を図る こと、およ び

その成果を広め 人類の健康と福祉に寄与する こと を目 的とする。

2.本会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう 。

1 )学術大会及び総会の開催

2 )会誌等の発行

3 )その他本会の目 的を達成するために必要とされる事業

3章組織と運営

(会員)

1. 本会の会員は正会員、名誉会員、賛助会員、臨時会員よりなる。

2.正会員は、 本会の目的に賛同し、所定の手続きを経て、年度会賞'を納めた者とする。正会員の入会

及び退会は別に定める規則による。

3.名誉会員は本会に功労のあった65歳以上の会員で、理事会が推薦し総会の承認を得た者とする。

4.賛助会員は本会の目的に賛同し、本会の事業に財政的援助を行なう者で、理事会の承認を得た者と

する。

5.臨時会員は、正会員の紹介により、学術集会の参加費を納めた者とする。

(評議員)

1.評議員は推薦基準に従って正会員を評議員と して推薦し、これを理事会が決定する。任期は 6年で

再任を妨げない。

2.評議員は学会の活動を積極的に行ない、理事を選出する。

(役員)

1.本会には次の役員を置く 。

理事長 1名、 事務局長 1名、理事若干名、監査委員 l名

役員は正会員でなければならない。役員の任期は 3年とし、再任を妨げない。

2. 評議員の選挙で評議員の中から理事10名を選出し、総会において決定する。

3.理事は理事会を組織し、 本会の事業を行う。

4. 理事長は理事の互選で選ばれ、本会を代表し、 会務を司り、総会および理事会を召集する。

5.理事会は互選で事務局長を選任し、 会の総務、財務を担当させる。

6.理事会は本会の事業を行うために、必要に応 じて専門委員会を設置することができる。専門委員会

は評議員から構成され、委員長は理事をあてる。これらの委員の任期は理事の改選までとする。

7. 理事会は評議員の中から監査委員を選出する。理事がこれを兼務することはできない。

8.理事会は学術大会会長を選出し、総会でこれを決定する。学術大会会長は理事でない場合はオブ

ザーパーとして理事会に参加するように努める。

9. 理事長は理事会の承認を得て、 学会の運営に対する助言を行う顧問をおくことができる。顧問は65

歳以上の正会員とし、任期は理事会の任期終了までとする。

(総会)

1.本会の事業および組織 ・運営に関する最終の決定は、 総会の議決による。

2.総会は、正会員 より構成される。定期総会は原則として毎年 1回開催され、理事長がこれを招集す

る。

3.定期総会の議長は、大会会長がこれにあたる。
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4. 理事長が必要と認めた場合、あるいは正会員の 4分の l以上 または理事の 2分の l以上の要請が

あった場合には、理事長は臨時総会を招集する。

5.総会の議決は、出席者の過半数の賛成を必要とする。

(学術大会)

学術大会は、原則として毎年 1回開催し、その企画 ・運営は学術大会会長がこれにあたる。

4章会計

1. 本会の年度会費は、別に定める細則により納入するものとする。

2.本会の会計年度は、毎年 1月1日に始まり、 12月31日に終わる。

5章会則の変更

付則

本会の会則の改正は、理事会の審議を経て、総会における出席者の 3分の 2以上の同意を経なければな

らない。

1.本改正会則は、 2001年 1月11:1から施行する。

2.本改正に ともない、旧会則の学会会長、運営委員、専門委員はそれぞれ、理事長、理事および専門

委員に就任し、任期は2001年度までとする。

3. 本改正にともない、運営委員会は評議員候補者を選出し、総会へ推薦する。

会則施行内規

1.入会及び退会手続き

正会員の入会は、所定の様式により、事務局長まで届け出、理事会の承認を得なければならない。

また退会 しようとする者は、 事務局長まで書面をもって届け出なければならない。

2.会費納入

1 )正会員の年会費は、 5，000円とする。ただし大学院学生等は3，000円とする。

2 )名誉会員は会費及び学術大会参加費を免除する。

3 )賛助会員の年会費は、 1口、20，000円とする。

4 )年会費の改訂は総会の議決を必要とする。

5 )会費未納 2年以上経過した会員には、 学会誌の発送を停止し、会費納入の督促を行う 。

6 )長期にわたり 年会費を滞納した者は、理事会の承認を得て、除名するこ とができ る。

3.評議員の推薦基準

1 )評議員の推薦基準は、原則として本会に所属 し3年以上の活発な活動を行い、本会の目的とす

る研究分野および関連分野での十分な研究歴と業績をもっ (筆頭著者としての原著論文 2報以

上) ものとする。

2)会員歴が 3年未満でも、以下の条件を満たす会員は、理事の推薦と理事会の承認があれば、 評

議員 として推薦できる。

・本会の目的とする研究分野と関連する分野'で 5年以上の研究歴を持っている こと。

・本会の目的とする研究分野に関連する学会に3年以上所属し活発な活動を行っていること 0

. 上記の研究分野および関連分野で筆頭著者としての原著論文が 2報以上あること。

・年齢が35歳以上であること。

3 )学会の活動を積極的に行うため、大会に直近の 3年間に少なくとも 1回は学術大会に参加する

ことを再任の基準とする。

4. 理事の選出

1 )投票は無記名で 5名以内の連記とする。

2 )理事長は分野を勘案 し、 5名の理事を評議員の中から追加して任命することが出来る。

5.専門委員会

以下の専門委員会をおく 。

編集委員会
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- 国際交流委員会

評議委員推薦委員会

広報委員会

将来計画委員会

・選挙管理委員会

奨励賞選考委員会

学術委員会

・その他、理事会が必要と認めたもの。

6.学会事務局 (会計責任者)は事務局長の所属する機関に置く 。

7. 日本時間生物学会学術奨励賞の選考基準

1) I時間生物学領域で顕著な業績をあげ、今後の活躍が期待される若手1iJI究者を表彰する。

2 )本章受賞者の年齢制限は、原則として応募時点で37歳以下とする。

3 )上記の目的で理事の中から委員長 l名、委員 4名より成る選考委員会を設け、公募により募集

した候補者の仁F'から本章受賞者を原則として毎年基礎 ・科学部門 l、|臨床・社会部門 1の計 2

名選定し、 賞金を贈呈する。

4)委員会は毎年設置し、 委員長及び委員を理事会が理事の中から選出し、選考委員の任期は理事

の期間とする。

8.賛助会員に関する取り 決め

1 )賛助会員の定義

・賛助会員は本会の目 的に賛同し、 本会の事業に財政的援助を行う 者で、理事会の承認を得

た者とする。

2 )会費

・賛助会員の年会費は、一口 (20，000円)ij上とする。

3 )賛助会員の特典

一口につき 1名の大会参加費を事務局が負担する。

・日本時間生物学会会誌に賛助会員リス トを掲載し、謝意を表す。

日本時間生物学会会誌に広告記事を掲載できるものとする。学会誌への広告記事の掲載は

1年間 (会費の有効期間)とし、掲載ページの場所と大きさは口数に応じて事務局で判断

する。

・日本H寺間生物学会の大会での展示などをする場合は優遇する。

4 )賛助会員の会費の取り 扱い

・賛助会員の会費を学術大会の運営費に充当する場合は、 6剖を超えではな らない。

9.学術大会の発表に関する取り決め

学術大会の「一般演題」発表の発表者 (登壇者)は会員 とする。

10.この内規の改定は理事会の議決を必要とする。
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賛助会員リス卜 (50音順)

以下の団体(代表者、敬称略)からは賛助会員として学会運営にご協力いただいております。お名

前を掲載し感謝いたします。

岩井化学薬品(株)

三協ラボサービス(株)

株式会社プライムジェイ

(株)薬研社
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(岩井贋行)

(椎橋明広)

(越山順一)

(鈴木泰志)

時間生物学会事務局



執筆要領

原稿について

本誌では、投稿原稿を受け付けています。以下の執筆要領にしたがって原稿を編集局 までお送り下さい。原

稿の採用については、編集委員会が中心になって査読を行いますが、必要に応じて関連分野の専門家に依頼し

決定します。

原稿は、ワ ー ドプロセ ッサーまたはコンピュータソフトを用いて作成する。原稿のファイルを図表のファイ

ルとともに、編集局へメ ールの添付書類にてお送りください。念のため、書式付テキスト形式 (RTF形式)で

保存したファイルも添付するようにしてくださし、。メールで送信できない場合には、プリントアウトした原稿

1部(図表を含む)とそれらのファイルを保存したフロッピーディスクまたはCD-ROMなどを編集局へ送付下

さい。フロッピーディスクのフォーマッ ト、使用したパソコンの機種、ワ ープロソフ トは一般に使われている

ものなら何でも結構ですが、使用したOS、ワープロソフト、氏名及びファイル名をフロ ッピーディスクの上に

明記して下さい。 なお、この場合にも念のため、テキスト形式で保存したファイルも添付するようにして下さ

し、。

総説と技術ノ ート の著者には、別刷り 50部を無料でさしあげます。50部以上希望の場合は有料となりますの

で、編集局までその旨連絡して下さい。また、非会員で総説または技術ノ ート を執筆いただいた場合、会費免

除で 1年間本学会会員になれます。

1 .総説と技術ノー卜 (電子ファイルで投稿の場合には、 5)は無くて結構です)

1 )原稿の長さは、図、表、文献を含め刷り上がりで 4-5ページ程度 (1頁は約2100字と考えて下さい:横

1行23文字で l頁46x 2 = 92行)とする。

2 )第 I頁に表題、著者名、所属及びその所在地、電話番号、 FAX番号、 E-mailアドレス及び脚注 (必要があ

る場合)を記す。

3 )第 2頁に400字程度のアブストラクトを記入する。

4)本文に節を設ける場合、1.、 2.、3.、・・・ ・とする。

5 )書体の指定は、プリントアウトした原稿に朱で行い、斜体 (イタリック体)は 1本下線 ( 一一一一一 )、

太文字(ゴシック体)は波下線(^^^^^^)とする。

6 )参考文献の数は特に制限しないが、 50編以内が望ましい。参考文献は、アルフ ァベッ トJII買に通し番号を付

けて文末にまとめて掲げる。本文中の引用個所には、通し番号を右肩に付けて示す。

(例)Aschoffによる I-3)、・ ・・・ である 5，8ヘ
7 )文末の参考文献の記載は、次のようにする。

[雑誌] 通し番号)著者名:誌名、巻数、ページ (発行年)

[書籍] 通し番号)著者名:書名、ページ、発行所 (発行年)

(例) 1) Ascho妊J.Gerecke U. Wever R: Jpn J PhysioI17:450-457(1967) 

2) Aschoff J : Circadian Clocks， pp 95-111， North-Holland， Amsterdam (1965) 

8 )表は原則として 3-5程度とするが、必要に応じて増やすことができる。簡潔な標題と必要な説明をつけ

て、本文とは別の用紙に作成する。

9 )図は原則として 3-5程度とするが、必要に応じて増やすことができる。図には簡単な標題を付ける。図

の標題と説明は別紙にまとめる。

10)図及び表の表示は、図 l、図 2、・・ ・、表 l、表 2、・・ ・の通し番号で行う 。これらを挿入する個所を、

プリントアウトした本文の原稿欄外にエンピツ書き で指示する。

11)図及び表を文献から引用した場合、引用を明記するとともに、引用の許可が必要な場合には、著者の責任

で許可をとっておく 。
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2.研究グループ

研究室や研究グループの紹介記事。 刷り上がりで 1 ~ 2 頁程度。 執筆者を含む顔写真、または研究現場のス

ナップ写真を少なくとも 1枚は添付する。写真には標題と説明を付ける。

3.海外レポー卜

留学などで滞在した研究室、訪問した研究施設、あるいは海外調査や見聞の紹介記事。写真があれば添付す

る 。 刷り上がりで 2~4 頁程度とする 。

4.関連集会報告

国内外の関連集会の紹介記事。 写真があれば添付する 。 刷り上がりで 2~4 頁程度。
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編集後記

-今回は、高木由臣先生に寿命に関する総説をお寄

せいただきました。以前から生物時計と寿命との

関係は興味深い問題として扱われてきましたが、

最近特に注目されつつあります。参考にしていた

だければ感謝です。大戸茂弘先生の抗がん薬の時

間治療に関する総説は、臨床における体内時計の

重要性を強く認識させるものです。石松愛、武田

洋幸、 堀川一樹先生には、形態形成の リズムを

分子レベルで解析 した研究を まとめていただきま

した。いずれも、力作であり、読み応え十分です。

一方、また、中島芳浩先生のグループにはルシ

フエラ ーゼによるマルチカラ ーレポータ ーアッセ

イの技術ノ ート をお寄せいただきました。この手

法は今後ますます威力を発揮すると思います。

時間生物学 Vol. 13. No. 1 (2007) 

-本年は新年早々に近藤孝男会員が朝日賞受賞の

ニュースがありま した。昨年の国際生物学賞に続

き、時間生物学分野からの受賞であり、私たちの

学会にとっても喜ばしいことと思います。さらに、

今年度は学術大会が日本|睡眠学会との合同で、東

京で開催されますが、それに先駆けて第 2回国際

時間生物学会が同じ会場で開催されます。このよ

うな意味で、今年は私たちの学会にとり ましでも

特別な年と言えそうです。会員の皆様の ますます

のご活躍を記念する次第です。
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